（参考様式）

事　業　計　画　書（農業用施設用地の場合）
１．事業計画者の現在の状況
　　事業計画者の現在の農業経営状況を記載（居住先、構成員数、経営種目、作物の種類、作付面積、所有農地面積、所有農業機械等）
２．用途区分変更を必要とする理由
　　主に下記の内容がわかるよう文章で記載
　　「必要性」･･･新たに施設を必要とする理由、申出地でなければならない理由 
　　「緊急性」･･･早急に施設を必要とする理由
　　※必要性には、数量的な根拠を明記し、添付資料と矛盾が無いよう記載

３．申出地の具体的利用計画
　　土地利用計画として、主に下記の内容がわかるよう文章、もしくは箇条書きで記載

　　「進入路」･･･除外申出地に接道している道路の種別（国道、県道、市道○○号線等）
　　「建築物等」･･･建築物の構造・面積・階数のほか、土地利用箇所の面積等
「取水計画」･･･井戸水の新設、上水道等

　　「排水計画」･･･排水先、処理方法等
　　「雨水計画」･･･排水先、処理方法等

　　「造成計画」･･･盛り土、砂利敷き等の整地方法、高さ、体積等
４．周辺農地への被害防除対策
　　隣接地（特に隣接農地、農道、用排水路等）に対する被害防除方法として、土砂流出防止策、　　　日照・通風への影響有無と対策方法を記載
　　また、以下の文章を必ず記載すること
　　なお、万が一、土砂流出等により周辺の農地や土地改良施設等に影響を与えた場合には、責任をもって対応いたします。
５．現在の事業所等との位置関係
　　申出地と事業計画者の居住先、事業所等との距離（方角、最短距離）、申出地の管理方法を記載
６．資金計画
　　申出地の開発、建築、取得等に必要となる資金計画を記載
また、収入と支出の合計額は一致していること
「収入」･･･自己資金、借入金とその金額、合計額
「支出」･･･土地取得費、建築費、整地費などとその金額、合計額

　例）　収入　　自己資金　○○〇円　　　支出　　土地取得費　○○○円
　　　　　　　　借入金　　○○○円　　　　　　　建築費　　　○○○円
　　　　　　　　　計　　　○○○円　　　　　　　整地費　　　○○○円
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　計　　　　○○○円　　
７．他法令等の手続状況
事業の実施に当たって必要な法令等の手続の状況を記載。
例）別紙「関係課・機関との調整状況」のとおり
